
Pmax (Rev)

Pmax (Rev)

Pmax (Rev)

Pmax (Fwd)

Pmax (Fwd)

Wattカーブ
(P-V曲線)

無視される。

PCでのMPPT(山登り法)の注意事項

MPPT
ループ

MPPT
ループ

MPPT
ループ

シームレスな
電圧 Up/Down

Wattの上昇中 Wattの上昇中

Wattの下降中 Wattの下降中

行き

行き行き

行き

戻り

戻り戻り

戻り

Pmaxの劣化

電圧をDown
に切換える。

電圧をDown
に切換える。

電圧をUp
に切換える。

Wattを微分回路に入力する。
微分回路出力のLo/Hiで
Wattの上昇/下降を判別する。

この点は、必ずPmax

この点は、必ずPmax

MPPT START

※PmaxのFwd/Revの
両方を追跡するには、
ここで折り返す。

※上記の動作は、Si太陽光パネルのMPPTの場合です。

【山登り法】

【MPPT(山登り法)のアルゴリズム】

【改良型　山登り法】

山登り法では、
Pmaxは検出できないが
Pmaxの近くを検知できる。

真のPmaxを、検出するため
測定点を1点追加して
ラグランジェ2次補間でPmaxを算出する。
(旧JIS-8913より)

パワコン内部のMPPT(山登り法)では、上記の問題が発生しない理由。

※ソフト品番  W32-B2900SOL4M

※順構造PSCを想定

電圧ステップ幅

電圧
ステップ幅

電圧Up開始

※電圧ステップ幅を小さくすると、
Pmax検出が不安定になり迷子になる場合がある。

P-V曲線

P-V曲線

電圧出力

微分回路の出力 Hi

Low
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MPPT中、セルに印加される電圧変化

経過時間



PCでMPPT(山登り法)を行うための参考資料

電圧UP/DOWNでの電流過渡応答の例

DSC PSC(順構造) PSC(逆構造)

Si太陽光パネル

家電負荷

蓄電池搭載の場合

パワコン

DC-DC DC-AC

MPPT

改良型山登り法の測定例

時間 時間
出力
電圧

出力
電圧

測定
電流

測定
電流

WATT WATT

ラグランジェ2次補間により算出

VmaxPmax Imax

現在の家庭用パワコンの構成図

その他の例

①

②

③

※余談ですが、重要なので一言。

太陽電池IV測定に使用するA/D変換器には、「積分型」と「逐次比較型」の2つの形式のどちらかが使用されます。

【積分型】 ソースメータ/SMUやデジタルマルチメータ等に使用されます。

　　　　　　　このタイプの特徴は、「積分時間」「測定遅延」「オートレンジ」等々、様々な測定条件を設定でき、測定確度も高いです。

【逐次比較型】オシロスコープや、Siの太陽電池測定用に使用されます。

　　　　　　　こちらは、瞬時値測定ですから、オートレンジの機能も無く、サンプリング時間間隔の変更程度に留まります。

以上のことから、PSCのような電流の過渡応答が不安定なセルは、積分型A/D変換器を搭載したソースメータ(SMU)

を使用したIV測定システムが適切と思われます。　しかし、大パワーのパネルの測定には不向きです。

DC-DCコンバータ
入力されたDC電圧を別のDC電圧に変換します。
この部分に、MPPT回路が組み込まれています。
PWM(パルス幅変調)により、電圧変換が行われます。

測定で最重要なことは、測定系をセルに接続した時、その接続がセルの特性に影響を与えない様に留意して、
純粋にセルの電気的現象だけを把握することです。

DC-ACインバータ
入力されたDC電圧を、AC100Vに変換します。
緻密なPWM(パルス幅変調)と波形整形回路により、
AC100Vを作成します。

Fwd
Fwd

Fwd

Rev

Rev

Rev

赤色は
Forward  Pmax

青色は
Reverce  Pmax
検出されない時は
空欄となる。

VmaxPmax Imax

※ソフト品番  W32-B2900SOL4M
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MPPT

このような過渡特性を持つセルのIV特性を
測定するには、ソースメータ/SMUの様に
積分型A/D変換器を搭載した測定器を
使用します。


